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劉
得
仁
は
、
晩
唐
期
に
生
き
た
人
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
、「
全
唐
詩
」
に
二

巻
。
百
三
十
八
首
。
ま
た
「
補
遺
」
に
五
首
。
更
に
「
全
唐
詩
補
逸
」
に
一
首

の
詩
を
、
現
在
に
残
し
て
い
る
。
文
章
は
残
っ
て
い
な
い
。
詩
の
数
は
決
し
て

多
い
と
は
い
え
な
い
。

　

当
時
の
評
価
と
し
て
、
例
え
ば
、
唐
末
の
張
為
の
「
詩
人
主
客
図
」
に
、

「
清
奇
僻
苦
主
」
孟
郊
の
「
及
門
」
に
そ
の
名
が
あ
る
。
中
唐
の
苦
吟
派
の
孟

郊
に
連
な
る
詩
人
と
し
て
、
考
え
ら
れ
て
い
）
1
（

る
。

　

ま
た
、
晩
唐
の
詩
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
司
空
図
も
、「
与
王
駕
評
詩
」（
王

駕
に
与
え
て
詩
を
評
す
）
と
い
う
文
の
中
で
、
そ
の
名
を
挙
げ
て
評
価
し
て

い
）
2
（
る
。

　

…
…
。
劉
公
夢
得
楊
公
巨
源
、
亦
各
有
勝
会
。
浪
仙
無
可
劉
得
仁
輩
、
時
得

佳
致
、
亦
足
滌
煩
。
…
…

…
…
。
劉
公
夢
得　

楊
公
巨
源
、
亦
各
お
の
勝
会
有
り
。
浪
仙　

無
可　

劉

得
仁
の
輩
、
時
に
佳
致
を
得
、
亦
滌
煩
た
る
に
足
る
。
…
…

　
賈
島
や
無
可
と
並
ん
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
滌
煩
」
と
は
、
煩
ら
わ
し
さ
を

洗
い
流
す
と
い
う
意
で
あ
り
、
ま
た
「
茶
」
を
指
す
言
葉
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

そ
の
詩
は
、
一
服
の
清
涼
剤
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

南
宋
の
「
郡
斎
読
書
志
」
巻
十
八
に
、

　

…
…
。
長
慶
中
、
以
詩
名
。
五
言
清
瑩
、
独
歩
文
場
。
…
…

…
…
。
長
慶
中
、
詩
名
を
以
て
す
。
五
言
は
清
瑩
に
し
て
、
文
場
に
独
歩
す
。

…
…

　
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
評
価
、
評
判
を
集
大
成
し
た
か
の
感
が
あ
る
。

「
長
慶
」
は
、
穆
宗
の
年
号
で
、
八
二
一
年
か
ら
八
二
四
年
で
あ
る
。「
五
言
」

は
五
言
律
詩
の
こ
と
。「
清
瑩
」
と
は
、
き
よ
ら
か
に
輝
く
さ
ま
で
、「
文
場
」

と
は
、
文
壇
、
あ
る
い
は
、
科
挙
の
試
験
場
を
指
す
。「
文
場
に
独
歩
」
と
い

う
の
は
、
独
自
の
地
位
を
占
め
た
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
が
、
過
褒
の
感
が
あ
る
。

論　

文

劉
得
仁
論

松　

岡　

秀　

明

一
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二

　

一
方
、
北
宋
初
め
の
「
北
夢
鎖
言
」
巻
六
で
は
、
晩
唐
の
人
で
あ
る
薛
能
の

逸
話
の
中
で
、
劉
得
仁
の
詩
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

…
…
。
薛
許
州
能
、
以
詩
道
為
己
任
。
還
劉
得
仁
巻
有
詩
云
、
百
首
如
一
首
、

巻
初
如
巻
終
。
…
…

…
…
。
薛
許
州
能
、
詩
道
を
以
て
己
の
任
と
為
す
。
劉
得
仁
の
巻
を
還
し
て

詩
有
り
て
云
く
、
百
首
は
一
首
の
如
く
、
巻
初
は
巻
終
の
如
し
と
。
…
…

　
そ
の
詩
巻
、
詩
集
は
、
初
め
か
ら
終
り
ま
で
同
じ
と
手
厳
し
い
。
つ
ま
り
、
千

篇
一
律
と
い
う
こ
と
で
、
辛
竦
で
あ
る
。

　

以
上
、
晩
唐
期
か
ら
宋
に
か
け
て
、
評
価
の
良
し
悪
し
は
あ
る
が
、
一
応
、

そ
の
詩
は
読
ま
れ
、
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
確
認
で
き
る
。
更
に
、
晩
唐
期

の
著
名
な
詩
僧
貫
休
に
、

　
・
読
劉
得
仁
賈
島
集
二
首

　

劉
得
仁
と
賈
島
の
集
を
読
む
二
首

　
と
い
う
詩
題
の
五
律
二
首
が
あ
る
よ
う
に
、「
集
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

「
新
唐
書
芸
文
志
」、「
郡
斎
読
書
志
」「
直
斎
書
録
解
題
」
な
ど
も
、
少
な
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
を
著
録
す
）
3
（
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
、
長
い
年
月
の
中
で
、
歴
史
の
彼
方
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
詩
も
、
例
え
ば
、
わ
が
国
で
よ
く
読
ま
れ
た
「
三
体
詩
」
に
四
首
と
ら
れ

て
は
い
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
存
在
で
も
な
い
。
ま
た
、
今
日
、
文
学
史
の

上
で
、
名
を
載
せ
る
べ
き
人
で
も
な
い
。
特
色
あ
る
詩
を
残
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
そ
れ
も
、
ま
た
、
確
か
な
こ
と
で
あ
）
4
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
評
価
の
劉
得
仁
が
死
ん
だ
時
、
多
く
の
人
が
哀
悼
の
詩
を
書
い

た
と
い
う
。
劉
得
仁
の
、
最
も
古
い
伝
記
資
料
は
、「
唐
摭
言
」
巻
十
で
あ
る

が
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

…
…
。
既
終
、
詩
人
争
為
詩
以
弔
之
。
唯
供
奉
僧
棲
白
擅
名
。
詩
曰
…
…

…
…
。
既
に
終
り
て
、
詩
人
争
い
て
詩
を
為
り
以
て
之
れ
を
弔
う
。
唯
だ
供

奉
僧
棲
白
の
み
名
を
擅
に
す
。
詩
に
曰
く
、
…
…

　「
詩
人
」
は
「
争
っ
て
」
哀
悼
の
詩
を
詠
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
最
も
有
名

な
も
の
が
、
僧
棲
白
の
詩
で
あ
っ
た
。「
詩
に
曰
く
」
の
省
略
部
は
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

　

忍
苦
為
詩
身
到
此　

忍
苦　

詩
を
為
り　

身
此
に
到
る

氷
魂
雪
魄
已
難
招　

氷
魂　

雪
魄　

已
に
招
き
難
し

直
教
桂
子
落
墳
上　

直
だ
桂
子
を
し
て
墳
上
に
落
と
し
め
ば

生
得
一
枝
冤
始
銷　

一
枝
を
生
じ
得
て　

冤
始
め
て
銷
え
ん

　
忍
え
苦
し
み
詩
を
作
り
、
死
に
到
っ
た
と
い
う
。「
氷
の
よ
う
な
魂
」「
雪
の
よ

う
な
魄
」
も
、
劉
得
仁
の
「
魂
」
の
形
容
で
あ
る
。
汚
れ
な
い
清
ら
か
な
も
の

の
比
喩
で
あ
る
。
死
者
は
称
揚
さ
れ
る
の
が
、
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
尋
常
で

な
い
の
が
、
後
の
二
句
で
あ
る
。「
桂
」
は
、
晋
の
郤
詵
の
「
桂
林
一
枝
」
に

よ
る
、
科
挙
に
関
す
る
詩
語
で
、
常
套
の
語
で
あ
る
。「
折
桂
」（
桂
を
折
る
）

と
い
え
ば
、
科
挙
の
及
第
を
指
す
。
そ
の
「
桂
」
の
「
子
」（
み
、
た
ね
）
が
、
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墓
の
上
に
落
ち
て
、
木
が
生
え
て
、
一
本
の
枝
が
生
じ
れ
ば
、「
冤
」
が
や
っ

と
消
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
つ
ま
り
、
科
挙
の
落
第
の
「
冤
」
で
あ
る
。
唐
代

の
詩
人
で
科
挙
に
苦
し
ん
だ
人
は
数
多
い
。
し
か
し
、
死
後
、
こ
の
よ
う
な
綿

綿
と
し
た
、
あ
る
い
は
骨
髄
に
徹
す
る
よ
う
な
「
冤
」
を
持
っ
て
死
ん
だ
と
い

わ
れ
る
の
は
特
異
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詩
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ど
の
よ
う
な

人
生
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、「
冤
」
と
は
、
何
に
よ
る
の
か
。
科
挙
に

対
し
て
の
日
常
や
意
識
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　

本
論
は
、
そ
の
残
さ
れ
た
詩
や
諸
資
料
、
追
懐
や
哀
悼
の
詩
な
ど
を
通
し
て
、

分
析
、
考
察
を
し
、
そ
の
人
生
を
浮
き
彫
り
に
し
、
唐
代
詩
人
の
基
底
を
探
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

　

そ
も
そ
も
、「
科
挙
」
は
、
高
級
官
僚
に
な
る
た
め
の
試
験
で
あ
る
が
、
唐

代
で
は
、
他
に
、
父
祖
の
恩
蔭
や
皇
帝
の
一
族
な
ど
の
要
件
で
、
ポ
ス
ト
を
得

る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
劉
得
仁
は
、
こ
の
科
挙
を
受
け
続
け
、
結
局
及
第

で
き
ず
、「
冤
」
を
含
ん
だ
ま
ま
死
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
劉
得
仁

は
、
他
の
手
段
で
官
僚
に
な
る
と
い
う
可
能
性
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
何
度
も
、
自
負
を
籠
め
て
表
現
し
て
い
る
。
自
分
は

皇
帝
の
縁
戚
で
あ
る
、
一
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

こ
こ
で
、「
唐
摭
言
」
の
省
略
部
分
を
、
全
て
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ

る
。

　

劉
得
仁
、
貴
主
之
子
。
自
開
成
至
大
中
三
朝
、
昆
弟
皆
歴
貴
仕
。
而
得
仁
苦

於
詩
、
出
入
挙
場
三
十
年
、
竟
無
所
成
。
嘗
自
述
曰
、
外
家
雖
是
帝
、
当
路

且
無
親
。
…
…

劉
得
仁
は
、
貴
主
の
子
。
開
成
よ
り
大
中
に
到
る
三
朝
、
昆
弟
は
皆
貴
仕
を

歴
。
而
し
て
得
仁
詩
に
苦
し
み
、
挙
場
に
出
入
す
る
こ
と
三
十
年
、
竟
に
成

す
所
無
し
。
嘗
て
自
ら
述
べ
て
曰
く
、
外
家
是
れ
帝
と
雖
も
、
当
路
且
く
親

無
し
と
。
…
…

　
こ
の
後
の
部
分
に
、
棲
白
の
哀
悼
詩
の
部
分
が
続
く
の
だ
が
、
冒
頭
の
「
貴

主
」
と
は
、
皇
帝
の
姉
妹
の
こ
と
で
あ
る
。「
外
家
」
は
、
例
え
ば
、「
唐
詩
紀

事
」
巻
五
十
三
な
ど
で
は
、

　

外
族
帝
王
是　

外
族　

帝
王
是
れ
な
り

中
朝
親
故
稀　

中
朝　

親
故
稀
な
り

　
と
い
う
よ
う
に
、「
外
族
」
と
い
う
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。「
外
家
」「
外
族
」

も
、
細
か
く
意
義
に
分
け
入
る
と
微
妙
な
差
が
あ
る
が
、「
母
親
の
実
家
」
と

解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、「
唐
摭
言
」
は
、「
貴
主
の
子
」
と
い
う
表

現
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、「
直
斎
書
録
解
題
」
巻
十
九
や
「
唐
才
子

伝
」
巻
六
な
ど
は
、「
公
主
之
子
」（
公
主
の
子
）
と
言
い
か
え
て
い
る
が
、
意

味
は
同
じ
で
あ
）
5
（
る
。

　
「
開
成
」
は
、
文
宗
の
年
号
、
八
三
六
年
〜
八
四
〇
年
。「
大
中
」
は
宣
宗
の

年
号
、
八
四
七
年
〜
八
六
〇
年
。
そ
の
間
に
、
武
宗
の
「
会
昌
」、
八
四
一
年

〜
八
四
六
年
が
入
る
。「
昆
弟
」
は
兄
弟
。「
貴
仕
」
は
高
い
ポ
ス
ト
と
考
え
て

よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
兄
弟
の
名
も
役
職
も
、
全
く
分
ら
ず
、「
唐
摭
言
」
が
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何
を
根
拠
と
し
た
の
か
も
分
ら
な
い
。
何
か
が
伝
聞
と
し
て
あ
っ
た
の
か
、
あ

る
い
は
、「
外
家
」「
外
族
」
と
い
う
言
葉
か
ら
の
、
通
念
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

部
分
、
非
常
に
問
題
を
含
む
が
、
劉
得
仁
だ
け
は
、
科
挙
と
い
う
ル
ー
ト
に
こ

だ
わ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
詩
の
中
で
、
別
の
言
葉
で
、
皇
帝
と
の
縁
戚
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。

　

戚
里
称
儒
愧
小
才　

戚
里　

儒
と
称
せ
ら
る
る
も
小
才
を
愧
ず

（「
省
試
日
上
崔
侍
郎
四
首
」
第
三
首
の
第
一
句
）

　「
戚
里
」
と
い
う
言
葉
は
、「
史
記
」
万
石
張
叔
伝
に
出
所
を
も
ち
、
女
性
が
皇

帝
の
方
へ
入
る
際
、
そ
の
実
家
の
方
を
指
す
。
い
わ
ゆ
る
「
外
戚
」
で
あ
る
。

「
貴
主
」
が
、
皇
帝
の
方
か
ら
縁
付
い
て
来
る
と
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
は
皇
帝
の

方
へ
縁
付
く
と
い
う
こ
と
で
、
方
向
が
逆
に
な
り
、
く
い
違
っ
て
く
る
が
、
一

般
的
に
、
広
い
意
味
で
、
皇
帝
の
縁
戚
と
い
う
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ

う
。「
戚
里
」
に
は
、
更
に
一
例
が
あ
る
。

　

辛
苦
文
場
久　

辛
苦　

文
場
に
久
し
く

因
縁
戚
里
深　

因
縁　

戚
里
に
深
し（「

陳
情
上
李
景
譲
大
夫
」
の
第
九
、
十
句
）

　「
文
場
」
と
は
、
科
挙
の
試
験
場
。「
文
場
」
と
対
に
な
る
の
が
「
戚
里
」
で
あ

る
。
血
縁
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
の
句
に
自
注
が
残
る
。
劉
得
仁
は
、

わ
ざ
わ
ざ
残
し
た
の
で
あ
る
。

　

親
弟
大
中
元
年
尚
主

親
弟　

大
中
元
年　

尚
主

　
大
中
元
年
は
八
四
七
年
。「
尚
主
」
と
は
、
皇
帝
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
故
、「
因
縁
」
が
二
重
に
「
深
」
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
そ
の
詩

句
で
、
自
己
の
兄
弟
に
言
及
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
以
外
に
な
い
。

　

こ
の
「
戚
里
」
と
い
う
言
葉
は
、
劉
得
仁
と
い
う
人
に
つ
い
て
の
伝
承
と
と

も
に
後
に
伝
え
ら
れ
、
若
い
日
の
韋
荘
が
、
そ
の
墓
を
過
っ
た
哀
悼
の
詩
に
も

現
わ
れ
る
。

　

名
有
詩
家
業　

名
に
詩
家
の
業
有
り

身
無
戚
里
心　

身
に
戚
里
の
心
無
し

（「
劉
得
仁
墓
」
の
第
三
、
四
句
）

　
詩
人
と
し
て
の
名
の
他
に
、
皇
帝
の
一
族
と
い
う
こ
と
も
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
。

後
の
句
は
、
そ
の
身
に
皇
帝
に
連
な
る
一
族
と
い
う
意
識
は
な
い
と
い
う
。
こ

れ
は
、
自
己
の
詩
句
と
矛
盾
す
る
。
あ
る
い
は
、「
戚
里
」
の
出
身
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
科
挙
に
挑
ん
で
い
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
得
仁
に
と
っ

て
、
皇
帝
の
縁
者
で
あ
る
、
血
筋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
已
に
見
た
よ
う
に
、

自
負
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ド
で
あ
る
。
地
方
出
身
の
、
出
自
の
低
い
、
科
挙
受

験
者
の
一
群
と
は
、
異
質
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
科
挙
と
い
う
制
度
は
、

血
統
の
み
で
は
動
か
ず
、
下
第
と
い
う
状
況
が
続
く
の
で
あ
る
。

　

何
故
、
下
第
が
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
得
仁
は
、
先
の
「
唐
摭
言
」
の

「
自
述
」
の
中
で
、
ネ
ッ
ク
、
不
利
を
嘆
い
て
い
る
。
自
己
は
、
皇
帝
に
連
な
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五

る
血
筋
で
あ
る
が
、「
当
路
」、
つ
ま
り
、
官
の
世
界
の
要
所
、
あ
る
い
は
重
職

に
、
自
分
の
「
親
」、
親
し
い
人
、
親
戚
が
居
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、「
唐
詩
紀
事
」
で
は
、「
中
朝
」（
朝
廷
の
中
）
に
、「
親
故
」
が
「
稀
」

と
い
う
表
現
と
な
る
。
自
己
を
引
き
あ
げ
て
く
れ
る
人
が
居
な
い
と
い
う
嘆
き

で
あ
る
。

　

唐
代
の
科
挙
の
場
合
、
も
と
よ
り
試
験
は
行
わ
れ
、
学
力
は
問
題
と
さ
れ
る

が
、
更
に
そ
の
人
物
の
全
体
的
評
価
が
加
わ
り
、
総
合
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
。

人
物
の
情
報
が
、
知
貢
挙
に
集
ま
る
。「
推
薦
」
に
よ
り
、
人
材
の
情
報
が
集

め
ら
れ
る
。
受
験
者
は
、
自
己
を
認
め
、「
援
引
」
し
て
く
れ
る
有
力
者
を
求

め
る
。
高
官
に
知
己
を
求
め
て
運
動
を
す
る
わ
け
で
あ
る
。
皇
帝
の
一
族
で
あ

り
な
が
ら
、
官
僚
機
構
の
中
に
、
有
力
者
が
居
な
い
の
で
あ
る
。
手
ず
る
が
無

い
と
嘆
く
の
で
あ
る
。

　

劉
得
仁
に
次
の
よ
う
な
、
五
言
排
律
二
十
句
の
詩
が
あ
る
。

　
・
題
従
伯
舎
人
道
正
里
南
園

　「
従
伯
」
は
父
親
の
い
と
こ
。「
舎
人
」
は
「
中
書
舎
人
」
の
こ
と
。
詔
勅
の
起

草
を
担
当
す
る
。「
文
士
の
極
任
」
と
い
わ
れ
る
、
名
誉
あ
る
ポ
ス
ト
で
あ
る
。

し
か
し
、
姓
名
の
特
定
は
難
し
）
6
（
い
。
こ
の
人
が
、
劉
得
仁
に
と
っ
て
い
か
な
る

影
響
を
も
っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
縁
戚
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、「
援
引
」

と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
要
因
で
、
こ
の
人

自
身
が
力
を
失
っ
た
の
か
。
こ
の
詩
で
は
、
長
々
と
「
南
園
」
の
風
趣
と
、
主

人
の
静
雅
な
生
活
の
描
写
が
続
い
た
後
、
最
後
の
二
句
が
、
突
然
、
次
の
よ
う

に
変
わ
る
。

　

雲
奔
投
刺
者　

雲
奔　

刺
を
投
ず
る
者

日
日
待
為
霖　

日
日　

霖
と
為
る
を
待
つ

　
雲
の
よ
う
に
奔
る
、
刺
を
投
ず
る
者
と
は
、「
援
引
」
や
「
干
謁
」
を
願
う
者

で
あ
る
。
当
然
、
科
挙
の
受
験
者
と
考
え
て
よ
い
。
毎
日
、「
霖
」、
な
が
雨
、

つ
ま
り
、
恵
み
の
雨
、
恩
沢
と
な
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
風
景
で
あ
る
。

そ
の
一
人
が
劉
得
仁
で
あ
っ
た
と
は
、
容
易
に
想
像
し
う
る
。

　

で
は
、「
貴
仕
」
で
あ
っ
た
「
昆
弟
」
は
、
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
果
し
て
、

「
貴
仕
」
に
な
っ
た
の
か
。「
唐
摭
言
」
の
記
述
に
、
甚
だ
疑
問
が
生
ず
る
の
で

あ
る
。
仮
に
「
貴
仕
」
と
し
て
も
、
影
響
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
果

し
て
「
貴
」（
高
級
）
で
あ
っ
た
の
か
。
甚
だ
漠
然
と
し
た
記
述
で
あ
る
。

　

皇
帝
の
一
族
と
し
て
も
、
皇
帝
が
変
わ
れ
ば
、
血
は
薄
く
縁
は
遠
く
な
る
。

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
官
僚
群
の
勢
力
も
変
わ
る
。
長
い
受
験
歴
の
中
で
、
有
力
者

の
人
事
模
様
も
変
化
し
て
ゆ
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

劉
得
仁
は
、
皇
帝
と
科
挙
の
関
係
を
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

明
主
無
私
不
是
媒　

明
主
は
私
無
き
も
是
れ
媒
な
ら
ず

（「
省
試
日
上
崔
侍
郎
四
首
」
第
三
首
の
第
四
句
）

　
皇
帝
は
、
公
平
無
私
の
存
在
と
し
て
も
、
自
己
、
あ
る
い
は
受
験
者
を
「
援

引
」
す
る
人
で
は
な
い
。
こ
の
「
媒
」
と
な
る
人
が
、「
中
朝
」
の
「
親
故
」

で
あ
り
、「
当
路
」
の
「
親
」
で
あ
る
。
及
第
に
と
っ
て
の
足
が
か
り
な
の
で

あ
る
。「
媒
」（
仲
だ
ち
）
な
の
で
あ
る
。
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た
と
え
、
皇
帝
の
血
筋
と
し
て
も
、
科
挙
の
シ
ス
テ
ム
は
、
独
自
に
回
転
し
、

公
平
性
を
維
持
し
つ
つ
、
運
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
理
想
と

し
て
、
目
標
と
し
て
人
材
抜
擢
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
絶
え
ざ
る
紛

糾
が
起
っ
て
も
、
そ
れ
が
科
挙
の
本
旨
で
あ
っ
た
ろ
う
。
科
挙
の
合
否
の
枠
組

み
の
中
で
、
皇
帝
の
血
縁
と
い
う
こ
と
は
、
数
多
く
の
受
験
者
の
中
で
、
特
に

有
利
に
働
く
と
い
う
こ
と
で
も
な
か
っ
た
の
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。
科
挙
は
、

別
な
の
で
あ
る
。
一
人
の
受
験
者
に
す
ぎ
な
）
7
（

い
。

三

　

唐
代
の
詩
人
の
集
に
は
、
時
と
し
て
、
科
挙
の
答
案
の
詩
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
劉
得
仁
に
も
、「
全
唐
詩
」
の
順
に
詩
題
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の

よ
う
な
詩
が
あ
）
8
（

る
。

　
・
監
試
蓮
花
峰

・
京
兆
府
試
目
極
千
里

・
賦
得
聴
松
声

・
鶯
出
谷

　
最
初
の
詩
は
、
国
子
監
で
の
試
験
の
も
の
で
あ
る
。
国
子
監
は
、
い
わ
ば
国
立

学
校
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
生
徒
」
で
あ
る
こ
と
が
、
省
試
の
受
験
資
格
で
も
あ

っ
た
が
、
唐
代
後
期
に
は
主
流
で
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
父
祖
の
官
品
に
よ

っ
て
、
入
学
資
格
や
コ
ー
ス
が
決
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
貴
族
主
義
的
色
彩
を
残

す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
劉
得
仁
が
、「
貴
主
の
子
」、
皇
帝
の
血
筋
と
い

う
背
景
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
劉
得
仁
が
「
生
徒
」
で
あ
っ
た
「
国
子
監
」

は
、
長
安
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
京
兆
府
」
は
、
長
安
を
指
し
、
長
安
で
実
施
さ
れ
る
地
方
試
で
あ
る
。
劉

得
仁
が
、
前
者
の
ル
ー
ト
か
ら
、
後
者
の
地
方
試
を
経
る
ル
ー
ト
に
、
い
つ
変

わ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
何
か
、
も
と
よ
り
定
か
で
な
い
が
、
当
時
は
、
後

者
が
主
流
で
あ
り
、
履
歴
上
も
敬
意
を
も
た
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

出
自
が
、「
外
家
」「
外
族
」
で
あ
り
、「
戚
里
」
と
い
う
言
葉
も
あ
っ
た
。
更

に
「
監
試
」「
京
兆
府
試
」
の
詩
題
か
ら
、
本
貫
は
、
首
都
の
長
安
で
あ
る
と

判
断
し
て
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
生
涯
の
生
活
圏
、
行
動
の
範
囲
は
、
ほ
と
ん

ど
長
安
を
出
な
い
の
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
、
唐
代
の
詩
人
の
人
生
を
追
う
時
、
一
つ
の
都
市
や
地
域
に
定
住
し

て
終
る
と
い
う
の
は
稀
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
移
動
す
る
。
受
験
の
為
の
上
京
。

下
第
し
て
の
帰
省
。
任
官
後
の
転
勤
、
左
遷
、
栄
転
。
藩
鎮
の
幕
僚
と
し
て
の

随
行
、
赴
任
、
転
地
。
中
央
か
ら
地
方
へ
、
地
方
か
ら
地
方
。
そ
し
て
放
浪
。

様
々
な
人
と
の
出
会
い
と
別
れ
。
地
方
の
風
物
や
自
然
と
の
接
触
。
旅
の
苦
難

な
ど
。
そ
こ
に
詩
の
誕
生
の
契
機
が
存
在
す
る
。
詩
情
の
生
起
が
あ
り
、
唐
詩

の
豊
か
さ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
劉
得
仁
の
詩
を
通
観
す
る
時
、
こ
の
人
自
身
が
、
長
安
か
ら
出
て

詠
じ
た
詩
篇
は
、
極
め
て
少
な
い
。
逆
に
、
明
確
に
、
長
安
で
の
作
と
断
定
で

き
る
も
の
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
劉
得
仁
は
、
長
安
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
外

に
出
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
長
安
で
の
、
確
実
な
地
名
の
詩
題
を
列
挙
す

る
。

　

そ
の
住
居
は
、
朱
雀
街
東
の
第
三
列
の
最
も
南
の
、「
通
済
坊
」
で
あ
り
、

五
言
律
詩
の
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七

　
・
夏
日
通
済
里
居
酬
諸
先
輩
見
訪

・
通
済
里
居
酬
盧
肇
見
尋
不
遇

　
が
残
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、「
諸
先
輩
」
が
訪
問
し
た
際
の
応
酬
の
一
篇
。

後
者
は
、「
盧
肇
」
と
い
う
「
長
者
」
に
訪
問
さ
れ
た
が
、
会
え
な
か
っ
た
為
、

更
に
応
酬
し
た
一
篇
で
あ
る
。
詩
句
の
中
で
、
自
宅
の
描
写
を
拾
え
ば
、
前
者

の
詩
の
第
五
、
六
句

　

門
列
晴
峰
色　

門
に
列
す　

晴
峰
の
色

堂
開
古
木
陰　

堂
は
開
く　

古
木
の
陰

　
後
者
の
詩
の
第
五
、
六
句

　

雲
山
堪
眺
望　

雲
山　

眺
望
に
堪
え

車
馬
必
裴
回　

車
馬　

必
ず
裴
回
せ
ん

　
と
、
長
安
城
の
最
南
端
の
坊
で
あ
る
た
め
か
、「
晴
峰
」
や
「
雲
山
」
を
詠
ず

る
。「
終
南
山
」
で
あ
）
9
（
る
。

　

更
に
別
宅
と
し
て
、
五
言
律
詩
の

　
・
夏
日
樊
川
別
業
即
事

　
の
存
在
が
あ
る
。「
樊
川
」
は
、
長
安
の
南
の
郊
外
。「
別
業
」
と
は
別
邸
、
別

宅
で
あ
る
。
第
一
句
と
第
二
句
を
引
け
ば
、

　

無
事
称
無
才　

事
無
く
才
無
き
を
称
す

柴
門
亦
罕
開　

柴
門　

亦
開
く
こ
と
罕
な
り

　
第
七
、
八
句
は
、
こ
れ
も
終
南
山
の
遠
望
で
あ
る
。

　

終
南
雲
漸
合　

終
南　

雲
漸
く
合
し

咫
尺
失
崔
嵬　

咫
尺
に
も
崔
嵬
を
失
す

　
世
俗
を
離
れ
た
、
隠
者
の
よ
う
な
生
活
の
一
場
面
と
周
辺
の
景
物
を
詠
じ
て
い

る
。

　

長
安
の
坊
名
が
、
直
接
、
詩
題
に
あ
る
の
は
、
已
に
挙
げ
た
、

　
・
題
従
伯
舎
人
道
正
里
南
園

　
で
あ
る
。「
道
正
坊
」
は
、
街
東
の
最
も
東
の
列
で
、
興
慶
宮
の
南
の
坊
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
居
所
の
位
置
か
ら
、
当
然
、
生
活
圏
は
近
隣
の
坊
里
へ
広
が
り
、

寺
院
な
ど
も
散
策
地
と
な
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
空
海
に
縁
の
深
い
「
青
竜

寺
」
は
、
最
も
東
の
「
新
昌
坊
」
に
あ
っ
た
が
、

　
・
青
竜
寺
僧
院

・
秋
晩
与
友
人
遊
青
竜
寺
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の
二
首
が
残
る
。「
大
唐
西
域
記
」
の
玄
奘
ゆ
か
り
の
「
慈
恩
寺
」
も
、
居
所

の
「
通
済
坊
」
の
北
の
「
晋
昌
坊
」
に
あ
っ
た
が
、

　
・
晩
遊
慈
恩
寺

・
夏
日
遊
慈
恩
寺

・
慈
恩
寺
塔
下
避
暑

　
と
、
三
首
あ
り
、
避
暑
や
僧
と
の
交
遊
が
詠
ぜ
ら
れ
る
。
長
安
東
南
隅
の
園
地

「
曲
江
」
の
南
で
は
、

　
・
宿
普
済
寺

　
の
長
詩
一
篇
が
あ
る
。
寺
院
で
は
、「
通
済
坊
」
よ
り
遠
い
が
、「
靖
善
坊
」
の

「
興
善
寺
」
が

　
・
冬
日
題
興
善
寺
崔
律
師
院
孤
松

　
に
、
現
わ
れ
て
い
る
。

　
「
昇
平
坊
」
の
「
楽
遊
原
」
は
、
長
安
城
内
の
最
も
高
い
所
で
、
長
安
人
士

の
遊
興
や
登
高
の
場
で
あ
っ
た
が
、

　
・
楽
遊
原
春
望

　

の
詩
が
残
さ
れ
て
お
り
、
著
名
な
「
曲
江
池
」
で
は
、

　
・
晩
歩
曲
江
因
謁
慈
恩
寺
恭
上
人

・
訪
曲
江
胡
処
士

　
な
ど
の
詩
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
劉
得
仁
の
詩
に
お
い
て
は
、
長
安
城
内
の
坊
里
、
著
名
な

寺
院
、
市
民
行
楽
の
場
が
次
々
と
出
現
す
る
。
長
安
城
の
東
南
隅
に
、
そ
の
人

生
の
、
日
常
の
中
心
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
に
限
定
さ
れ
る
が
故
の
、
詩

の
世
界
の
狭
さ
と
交
遊
の
限
界
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

長
安
か
ら
や
や
離
れ
た
地
名
が
一
例
あ
る
。

　
・
回
中
夜
訪
独
孤
従
事

　「
回
中
」
が
地
名
で
あ
）
10
（

る
。「
独
孤
」
は
姓
。
も
と
よ
り
名
は
不
明
で
あ
る
。

「
従
事
」
は
、
節
度
使
な
ど
の
幕
僚
で
あ
る
。
劉
得
仁
は
、
こ
の
人
を
、「
回

中
」
で
「
夜
」「
訪
」
ね
た
の
で
あ
る
。
目
的
は
分
ら
な
い
。「
回
中
」
は
、
秦

の
始
皇
帝
の
設
け
た
宮
殿
の
名
か
ら
転
じ
、
史
記
や
漢
書
等
の
歴
史
書
に
見
え

る
地
名
で
あ
る
。
古
来
、
長
安
の
西
方
、
あ
る
い
は
西
北
方
の
地
名
で
あ
る
事

は
、
確
か
で
あ
る
が
、
細
部
の
小
さ
い
区
域
で
は
、
一
定
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、

節
度
使
の
管
轄
と
い
う
点
か
ら
、
鳳
翔
隴
右
節
度
使
の
治
下
の
隴
州
、
あ
る
い

は
、
涇
原
節
度
使
の
治
下
の
涇
州
と
な
ろ
う
。
た
だ
前
者
に
お
い
て
、
会
府
は

鳳
翔
府
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
詩
の
第
三
、
四
句
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九

辺
境
時
無
事　

辺
境　

時
に
事
無
く

州
城
夜
訪
君　

州
城　

夜　

君
を
訪
ぬ

　
の
「
州
城
」
か
ら
す
れ
ば
、
涇
州
の
方
が
よ
り
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
確
か
な

こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
回
中
」
は
、
今
の
陝
西
省
と
甘
粛

省
と
の
境
界
沿
い
の
地
域
で
あ
り
、
広
大
な
唐
朝
の
領
域
か
ら
す
れ
ば
、
相
対

的
に
、
京
兆
府
の
近
傍
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
）
11
（

う
。

　

で
は
、
最
も
遠
い
所
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
唐
代
の
越
州
、
今

の
浙
江
省
の
紹
興
で
あ
る
。
こ
こ
で
詠
ぜ
ら
れ
た
詩
が
三
首
残
る
。
い
ず
れ
も
、

五
言
律
詩
で
、「
全
唐
詩
」
の
順
に
、
詩
題
を
挙
げ
る
。

　
・
宣
義
池
上

・
宿
宣
義
池
亭

・
雲
門
寺

　
二
番
め
の
詩
は
、「
三
体
詩
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
、
二
句

　

暮
色
遶
柯
亭　

暮
色　

柯
亭
を
遶
り

南
山
幽
竹
青　

南
山　

幽
竹
青
し

　
の
「
柯
亭
」
が
、
漢
の
蔡
邕
の
伝
説
を
伴
い
、
北
宋
の
地
誌
「
太
平
寰
宇
記
」

巻
九
十
六
越
州
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
雲
門
寺
」
も
、
南
宋
の
「
方

輿
勝
覧
」
巻
六
紹
興
府
に
「
雲
門
寺
」
が
あ
り
、
同
じ
く
「
輿
地
紀
勝
」
巻
十

紹
興
府
に
「
雲
門
山
」
が
記
載
さ
れ
、
雲
門
寺
に
言
及
す
る
詩
句
が
引
用
さ
れ

る
。
確
か
に
、
こ
の
三
首
の
詩
は
、
越
州
で
の
作
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

何
の
為
に
、
こ
の
南
方
へ
の
旅
が
あ
っ
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
時

期
的
に
は
、「
宣
義
池
上
」
の
第
三
、
四
句

　

何
必
青
山
遠　

何
ぞ
必
ら
ず
し
も
青
山
遠
か
ら
ん

仍
将
白
髪
帰　

仍
お
白
髪
を
将
て
帰
ら
ん

　
あ
る
い
は
、「
雲
門
寺
」
の
詩
の
第
七
、
八
句

　

寄
寺
欲
経
歳　

寺
に
寄
り
て
歳
を
経
ん
と
欲
す

慚
無
親
故
書　

慚
ず　

親
故
の
書
無
き
を

　
と
あ
る
よ
う
に
、
晩
年
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
科
挙
に
成
す
所
無

く
、
長
安
の
肉
親
か
ら
も
疎
遠
と
な
り
、
南
方
の
寺
で
一
人
暮
し
て
い
る
状
況

で
あ
）
12
（

る
。

　

劉
得
仁
の
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長
安
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
最
も
遠
く
へ

の
旅
は
、
越
州
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
途
上
で
の
各
地
の
詩
は
な
い
。
詩
人

の
行
動
、
唐
代
の
文
人
一
般
の
履
歴
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
移
動
の
無
さ
は
、
や

は
り
珍
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
唐
詩
に
見
ら
れ
る
、
題
材
や
詩
情

の
豊
か
さ
、
多
様
さ
の
欠
落
に
つ
な
が
り
、
詩
人
と
し
て
の
幅
の
広
さ
や
成
長

に
と
っ
て
の
欠
点
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
人
間
関
係
の
閉
塞
と
い

う
事
態
に
な
ろ
う
。
長
安
で
の
変
化
の
な
い
生
活
と
絶
え
ざ
る
受
験
と
下
第
は
、

の
び
や
か
な
精
神
を
磨
滅
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
詩
は
、
さ
さ
や
か
な
身

辺
の
叙
情
に
終
始
し
て
ゆ
く
。
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四

　

科
挙
の
受
験
者
達
は
、
自
己
の
売
り
込
み
に
、
長
安
の
街
を
東
奔
西
走
す
る
。

「
行
巻
」
を
試
み
る
。「
刺
」
を
投
ず
る
。「
干
謁
」
を
求
め
る
。
自
己
を
評
価

し
、
そ
の
存
在
の
情
報
を
、
科
挙
関
係
者
に
上
げ
て
ゆ
く
為
で
あ
る
。
そ
し
て
、

自
己
の
苦
境
を
訴
え
る
詩
篇
を
贈
る
こ
と
も
、
日
常
の
活
動
で
あ
る
。

　
「
陳
情
」
の
語
を
詩
題
に
も
つ
詩
が
二
つ
あ
）
13
（
る
。

　
・
陳
情
上
知
己

・
陳
情
上
李
景
譲
大
夫

　
い
ず
れ
も
、
自
己
の
下
第
と
窮
地
を
嘆
き
、
ど
う
に
か
し
て
力
を
得
て
及
第
し

た
い
と
い
う
主
旨
の
も
の
で
あ
る
。

　

詩
人
と
し
て
も
名
が
あ
り
、
官
僚
と
し
て
も
有
力
な
姚
合
に
贈
っ
た
、
や
は

り
援
引
、
推
挙
を
願
う
一
篇
の
詩
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
姚
合
は
、
こ
の
時
、

門
下
省
の
諫
議
大
夫
で
あ
っ
た
。

　
　

上
姚
諫
議　

姚
諫
議
に
上
る

高
文
与
盛
徳　

高
文
と
盛
徳
と

皆
謂
古
無
倫　

皆
謂
う　

古
よ
り
倫
無
し
と

聖
代
生
才
子　

聖
代　

才
子
を
生
じ

明
庭
有
諫
臣　

明
庭
に
諫
臣
有
り

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
手
の
才
徳
を
称
揚
す
る
の
が
、
儀
礼
で
あ
り
、
挨
拶
で

あ
る
。
歯
の
浮
く
よ
う
な
言
葉
で
の
賞
賛
で
あ
る
。
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

已
瞻
竜
袞
近　

已
に
瞻
る　

竜
袞
の
近
き
を

漸
向
鳳
池
新　

漸
く
向
う　

鳳
池
の
新
た
な
る
に

却
憶
波
濤
郡　

却
っ
て
憶
う　

波
濤
の
郡

来
時
島
嶼
春　

来
る
時　

島
嶼
の
春

　
朝
廷
で
の
様
子
と
前
任
地
へ
の
言
及
で
あ
る
。
姚
合
の
履
歴
と
詩
句
か
ら
、
そ

こ
は
杭
州
で
あ
ろ
う
。

　

名
因
詩
句
大　

名
は
詩
句
に
因
り
大
に

家
似
布
衣
貧　

家
は
布
衣
に
似
て
貧
し

曾
暗
投
新
軸　

曾
て
暗
に
新
軸
を
投
ず

頻
聞
奨
滞
身　

頻
り
に
滞
身
を
奨
む
る
を
聞
く

　
詩
人
と
し
て
の
名
声
と
質
素
な
生
活
。
科
挙
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
か
つ
て

面
識
な
い
時
に
、
人
知
れ
ず
、
暗
に
、
姚
合
に
、
新
し
い
作
品
「
新
軸
」
を
贈

っ
て
い
た
と
言
う
。「
行
巻
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
、
滞
れ
る
身
、

つ
ま
り
下
第
者
、
受
験
者
に
、
推
薦
の
手
を
さ
し
の
べ
る
の
を
頻
り
に
聞
い
て

い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　

照
吟
清
夕
月　

吟
を
照
ら
す　

清
夕
の
月

送
薬
紫
霞
人　

薬
を
送
る　

紫
霞
の
人
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一

終
計
依
門
館　

終
に
門
館
に
依
る
を
計
る

何
疑
不
化
鱗　

何
ぞ
鱗
を
化
さ
ざ
る
を
疑
わ
ん

　
相
手
の
風
雅
な
生
活
を
描
写
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
本
音
を
示
す
。
あ
な

た
に
頼
り
力
を
得
た
い
と
。
そ
う
な
ら
ば
、
魚
が
竜
と
化
す
る
よ
う
に
、
科
挙

及
第
も
間
違
い
な
い
と
。
登
竜
門
の
故
事
で
あ
る
。

　

皇
帝
の
血
筋
を
引
き
な
が
ら
も
、
卑
屈
と
も
言
え
る
言
葉
を
連
ね
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
援
引
」
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
已
に
見
た
よ
う
に
、「
中

朝
」
に
「
親
故
」
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
姚
合
か
ら
劉
得
仁
へ
の
詩
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

一
つ
も
な
い
。
散
佚
と
い
う
こ
と
を
考
え
に
入
れ
て
も
、
一
般
的
に
、
数
多
く

の
受
験
者
へ
の
返
答
の
詩
な
ど
残
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
劉
得
仁
に
お

い
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
多
く
の
人
へ
の
贈
詩
は
残
っ
て
い

る
も
の
の
、
逆
に
、
劉
得
仁
へ
の
贈
詩
は
、
死
後
の
哀
悼
を
除
い
て
、
残
っ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
長
安
の
、
限
ら
れ
た
人
的
サ
ー
ク
ル
の
中
で
、
出
身
の

自
負
や
皇
帝
へ
連
な
る
血
筋
と
い
う
位
置
か
ら
、
一
人
浮
い
て
い
た
と
考
え
ら

れ
な
い
か
。
い
わ
ば
、
他
の
詩
人
や
科
挙
受
験
者
、
あ
る
い
は
、
科
挙
を
通
過

し
て
官
僚
に
な
っ
た
者
た
ち
と
の
交
遊
に
、
見
え
な
い
壁
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
）
14
（
か
。

　

例
え
ば
、
雍
陶
に
四
首
の
贈
詩
が
あ
る
。「
全
唐
詩
」
の
順
に
挙
げ
る
と
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
贈
雍
陶
博
士

・
寄
雍
陶
先
輩

・
対
月
寄
雍
陶

・
送
雍
陶
侍
御
赴
兗
州
裴
尚
書
命

　
雍
陶
は
大
和
八
年
（
八
三
四
年
）
の
進
士
及
第
。「
唐
才
子
伝
」
巻
七
に
よ
れ

ば
、
出
身
は
、
蜀
の
成
都
で
あ
り
、「
少
貧
」（
少
く
し
て
貧
し
）
と
い
う
記
述

も
あ
る
。
そ
の
後
、
乱
に
よ
る
流
浪
の
時
期
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
自
、
履

歴
の
人
と
、
長
安
城
内
で
生
れ
育
ち
、
履
歴
上
、
科
挙
下
第
以
外
、
特
に
苦
難

を
経
た
よ
う
な
こ
と
も
な
い
人
間
と
は
、
何
か
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
生
き
て
い
る
空
間
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
雍

陶
か
ら
の
返
詩
や
贈
詩
は
残
っ
て
い
な
い
。
因
み
に
、「
全
唐
詩
」
で
、
姚
合

は
七
巻
、
雍
陶
は
一
巻
の
詩
が
残
る
。

　

こ
の
よ
う
な
交
遊
の
状
況
の
中
で
、
高
官
で
推
挙
を
期
待
で
き
そ
う
な
人
物

と
し
て
、「
丁
学
士
」
が
居
た
。
一
つ
の
寄
贈
の
詩
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

山
中
舒
懐
寄
上
丁
学
士　

山
中
舒
懐　

丁
学
士
に
寄
せ
上
る

五
字
投
精
鑑　

五
字　

精
鑑
に
投
じ

慚
非
大
雅
詞　

大
雅
の
詞
に
非
ざ
る
を
慚
ず

本
求
閑
賜
覧　

本
よ
り
閑
に
覧
を
賜
う
を
求
む

豈
料
便
蒙
知　

豈
に
料
ら
ん　

便
ち
知
を
蒙
む
る
と
は

　
詩
を
投
じ
た
所
、
自
分
を
認
め
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。「
豈
に
料

ら
ん
」
に
、
思
い
が
け
な
い
意
が
出
て
い
る
。

　

幽
拙
欣
殊
幸　

幽
拙　

殊
幸
を
欣
び

―　94　―



劉
得
仁
論

一
二

提
携
更
不
疑　

提
携　

更
に
疑
わ
ず

弱
苗
須
雨
長　

弱
苗　

雨
の
長
き
を
須
ち

懶
翼
在
風
吹　

懶
翼　

風
の
吹
く
に
在
り

　「
幽
拙
」
も
「
弱
苗
」
も
「
懶
翼
」
も
、
全
て
自
己
の
状
況
を
現
わ
し
て
い
る
。

「
提
携
」
は
、
手
を
差
し
伸
べ
助
け
る
こ
と
。「
雨
」
は
慈
雨
で
あ
り
、「
風
」

も
翼
を
浮
か
せ
る
も
の
で
、
丁
学
士
の
力
で
あ
る
。
恩
沢
や
力
添
え
の
依
頼
で

あ
る
。

　

礪
鏃
端
楊
葉　

鏃
を
礪
き
て
楊
葉
を
端
し

光
門
待
桂
枝　

門
を
光
か
す
は
桂
枝
を
待
つ

計
聞
塵
裏
誉　

計
り
て
聞
く　

塵
裏
の
誉
れ

因
和
禁
中
詩　

因
り
て
和
す　

禁
中
の
詩

　「
楊
葉
」
も
「
桂
枝
」
も
、
科
挙
及
第
に
関
わ
る
常
套
の
語
で
あ
る
。
あ
な
た

の
力
に
よ
っ
て
及
第
の
方
へ
向
え
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
末
句
に
は
、
自
注

が
あ
る
。「
学
士
有
禁
中
詩
、
早
春
曾
命
和
」（
学
士
に
禁
中
の
詩
有
り
、
早
春

曾
ち
和
を
命
ぜ
ら
る
）。
こ
の
唱
和
し
た
七
言
律
詩
は
、「
禁
署
早
春
晴
望
」
の

題
の
も
の
で
、
儀
礼
的
、
荘
重
な
も
の
で
あ
）
15
（
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
丁
学
士
」
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
丁
居
晦
が
、
最
も
妥
当
で

あ
る
。
丁
居
晦
は
、
正
史
等
に
伝
は
な
い
が
、「
学
士
」
は
「
翰
林
学
士
」
で

あ
り
、「
重
修
承
旨
学
士
壁
記
」
に
、
そ
の
名
が
あ
）
16
（

る
。
中
書
舎
人
や
御
史
中

丞
な
ど
の
高
官
を
歴
任
し
て
い
る
が
、
二
度
、
翰
林
学
士
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

一
度
は
、
大
和
九
年
（
八
三
五
年
）
〜
開
成
三
年
（
八
三
八
年
）
に
か
け
て
、

二
度
め
は
、
開
成
四
年
（
八
三
九
年
）
〜
開
成
五
年
（
八
四
〇
年
）
で
あ
る
。

開
成
五
年
三
月
十
三
日
、
戸
部
侍
郎
知
制
誥
と
な
り
、
そ
の
三
月
二
十
三
日
、

突
然
逝
去
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
先
の
「
山
中
」
の
詩
は
、
い
ず
れ
の
時
か

決
め
難
い
が
、
し
か
し
次
の
「
哭
翰
林
丁
侍
郎
」（
翰
林
の
丁
侍
郎
を
哭
す
）

は
、
明
確
に
、
開
成
五
年
の
作
品
で
あ
る
。

　

相
知
出
肺
腑　

相
知　

肺
腑
に
出
ず

非
旧
亦
非
親　

旧
に
非
ず　

亦
親
に
非
ず

毎
見
雲
霄
侶　

毎
に
雲
霄
の
侶
を
見
る
も

多
揚
鄙
拙
身　

多
く
鄙
拙
の
身
を
揚
ぐ

　「
肺
腑
」
は
帝
室
の
一
族
。
し
か
し
、「
旧
」（
古
い
よ
し
み
、
つ
き
あ
い
）
で

も
な
い
し
、「
親
」（
親
し
い
人
、
親
族
）
で
も
な
か
っ
た
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、

皇
帝
に
連
な
る
縁
が
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
自
分
は
高
貴
の
身
で
あ
り

な
が
ら
、「
鄙
拙
」（
身
分
低
く
処
生
拙
い
）
つ
ま
り
、
科
挙
下
第
者
を
「
援

引
」
す
る
の
に
、
力
を
尽
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
因
み
に
丁
居
晦
は
、
長
慶
二

年
（
八
二
二
年
）
の
進
士
で
あ
る
。

　

劉
得
仁
も
、
こ
の
人
に
期
待
す
る
所
が
大
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

関
係
も
、
死
に
よ
っ
て
突
然
、
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
遺
族
を
哀
れ
む
こ
と
頻

り
で
あ
る
が
、
自
己
の
前
途
も
塞
が
れ
た
か
の
よ
う
だ
。
十
六
句
の
詩
の
末
尾

は
、
次
の
よ
う
に
終
る
。

　

官
清
仍
歯
壮　

官
は
清
く　

仍
お
歯
は
壮
に

児
小
復
家
貧　

児
は
小
さ
く
復
た
家
貧
し
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惆
悵
天
難
問　

惆
悵　

天　

問
い
難
く

空
流
涙
満
巾　

空
し
く
流
れ　

涙
巾
を
満
た
す

　
ま
だ
壮
年
で
あ
っ
た
故
人
の
、
残
さ
れ
た
家
族
を
思
い
、
嘆
き
悲
し
む
の
で
あ

る
。
頼
み
の
綱
も
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
丁
居
晦
へ
の
贈
詩
は
、

劉
得
仁
の
も
の
し
か
残
ら
ず
、
丁
居
晦
自
身
の
詩
も
、
省
試
の
詩
が
一
首
残
る

の
み
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
皇
帝
の
血
筋
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
が
年
月
を
経
て
薄
く

弱
く
な
る
と
し
て
も
、
科
挙
受
験
者
や
文
人
と
の
交
遊
の
中
で
、
心
理
的
壁
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、「
中
朝
」
に
「
親
故
」
な
き
状
況
も

続
い
た
で
あ
ろ
う
。
最
も
希
望
の
持
て
そ
う
な
人
物
、
丁
居
晦
と
の
交
流
も
、

不
運
に
も
ぷ
つ
り
と
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
丁
居
晦
へ
の
贈
詩
の
量
と
内
容
は
、

劉
得
仁
の
思
い
入
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
ま
た
、
科
挙
に
関
し
て

は
、
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

五

　

あ
る
年
の
下
第
の
際
の
咏
嘆
の
詩
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
相
当
な
打
撃
を

受
け
て
の
結
果
で
あ
る
。

　

何
処
訪
岐
路　

何
処
に
岐
路
を
訪
ね
ん

青
雲
但
憶
帰　

青
雲　

但
だ
帰
を
憶
う

風
塵
数
年
限　

風
塵　

数
年
の
限
り

門
館
一
生
依　

門
館　

一
生
依
ら
ん

外
族
帝
王
是　

外
族　

帝
王
是
れ
な
り

中
朝
親
旧
稀　

中
朝　

親
旧
稀
な
り

翻
令
浮
議
者　

翻
っ
て
浮
議
す
る
者
を
し
て

不
許
九
霄
飛　

九
霄
を
飛
ぶ
を
許
さ
ず

　　

こ
の
詩
の
、
五
言
律
詩
と
し
て
の
来
歴
に
は
、
少
し
問
題
が
あ
る
。「
全
唐

詩
」
で
は
、「
上
翰
林
丁
学
士
」（
翰
林
の
丁
学
士
に
上
る
）
と
い
う
二
十
句
の

作
品
の
第
二
首
と
な
っ
て
い
る
。「
丁
学
士
」
は
、
丁
居
晦
と
し
て
よ
い
。「
全

唐
詩
」
は
、「
全
唐
詩
稿
本
」
を
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
宋

版
の
残
る
「
文
苑
英
華
」
巻
二
六
〇
で
は
、
二
十
句
の
「
上
翰
林
丁
学
士
」
か

ら
三
首
お
い
て
こ
の
詩
が
置
か
れ
、
詩
題
を
「
上
丁
学
士
」
と
し
て
、
分
離
し

て
い
る
。
ま
た
、「
唐
音
統
籤
」
巻
六
二
二
も
、
単
独
の
五
律
の
「
上
丁
学
士
」

で
あ
る
。「
全
唐
詩
」
で
第
一
首
の
長
詩
は
、
丁
学
士
の
人
徳
と
平
生
を
美
辞

を
連
ね
て
賞
賛
す
る
だ
け
の
詩
で
あ
る
。
言
外
に
、
自
己
の
援
引
と
交
際
を
求

め
る
意
が
、
当
然
透
け
て
見
え
る
詩
で
あ
る
が
、
一
方
、
こ
の
五
律
は
、
一
転

し
て
激
情
に
駆
ら
れ
、
自
己
の
状
況
を
嘆
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
文
苑
英

華
」
以
来
の
、
詩
形
の
違
い
も
あ
り
、
別
の
独
立
し
た
詩
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

「
全
唐
詩
稿
本
」
は
、
詩
題
の
類
似
の
為
か
、
単
純
に
連
結
し
て
し
ま
っ
た
。

　

次
に
問
題
な
の
は
、
長
い
間
、
後
半
部
の
み
伝
わ
り
、
前
半
は
「
文
苑
英

華
」
で
初
め
て
現
わ
れ
、
五
律
の
形
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
半
四
句

は
、
例
え
ば
、「
唐
詩
紀
事
」「
郡
斎
読
書
志
」「
唐
才
子
伝
」
に
、
単
独
で
引

用
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
唐
代
よ
り
、
劉
得
仁
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

い
つ
も
付
随
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
全
唐
詩
」
は
題
注
で
「
一
本
将
後
四
句
作
下
第
吟
絶
句
」（
一
本
、
後
四
句
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劉
得
仁
論

一
四

を
将
て
、
下
第
吟
絶
句
と
作
す
）
と
記
す
。
あ
る
書
物
は
、
後
半
四
句
を
独
自

の
絶
句
と
い
う
詩
形
の
作
品
と
見
な
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、「
下
第
吟
」

と
い
う
題
で
は
な
い
が
、「
下
第
」
と
し
た
、
宋
の
洪
邁
の
「
万
首
唐
人
絶
句
」

と
し
て
よ
い
。「
万
首
唐
人
絶
句
」
は
、
し
ば
し
ば
杜
撰
さ
を
指
摘
さ
れ
る
が
、

こ
れ
も
後
半
四
句
を
独
り
歩
き
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
唐
代
か
ら

の
伝
承
性
の
確
か
さ
は
、
後
半
四
句
で
あ
る
。

　

詩
の
一
句
、
二
句
に
、
下
第
の
失
意
の
様
が
表
出
さ
れ
る
。「
岐
路
」
は
、

こ
れ
か
ら
ゆ
く
べ
き
自
己
の
道
で
も
あ
る
。「
風
塵
」
は
、
科
挙
受
験
の
労
苦

の
世
界
の
こ
と
。「
数
年
」
か
ら
す
れ
ば
、
受
験
開
始
か
ら
間
も
な
い
頃
か
。

「
門
館
」
は
、
頼
る
べ
き
丁
学
士
の
所
。「
中
朝
」
に
「
親
旧
」
の
「
稀
」
な
状

況
で
、
丁
学
士
の
み
が
頼
れ
る
存
在
で
あ
る
。「
浮
議
」
は
、
根
拠
の
な
い
議

論
。「
九
霄
に
飛
ぶ
」
は
、
科
挙
及
第
を
言
う
。
あ
る
年
の
下
第
の
要
因
が
、

肝
心
な
内
容
は
分
ら
な
い
が
、「
浮
議
」
で
あ
る
と
、
考
え
た
の
で
あ
る
。
下

第
や
試
験
か
ら
の
追
放
で
あ
れ
ば
、
賈
島
や
温
庭
筠
な
ど
は
、
伝
記
資
料
か
ら
、

そ
の
理
由
が
あ
る
程
度
わ
か
る
。
し
か
し
、
劉
得
仁
の
場
合
、
全
く
分
ら
な
い
。

語
る
べ
き
で
は
な
い
事
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
、
周
知
の
事
で
は
あ
る
が
、
文

字
に
は
定
着
で
き
な
い
類
い
か
も
し
れ
な
い
。
哀
悼
の
詩
を
捧
げ
た
、
例
え
ば

僧
の
棲
白
も
知
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
人
に
と
っ
て
、
身
に
覚
え
が

な
い
こ
と
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
強
く
内
向
し
て
ゆ
く
。

生
涯
の
「
冤
」
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
、
相
当
の
衝
撃
を
与
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
激
情
の
噴
出
は
、
劉
得
仁
の
詩
の
全
体
の
、
平
穏
な
詩
情
を

突
き
破
る
も
の
で
あ
る
。
委
細
の
分
ら
な
い
、「
浮
議
」
に
よ
る
こ
の
「
冤
」

の
言
葉
を
、
自
ら
も
語
り
、
人
も
ま
た
語
り
継
ぐ
の
で
あ
る
。

六

　

科
挙
受
験
の
途
上
に
お
い
て
、
折
り
折
り
の
感
慨
を
詩
人
達
は
詠
ず
る
。
劉

得
仁
の
場
合
、
詩
の
主
体
が
五
言
律
詩
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
激
情
的
な
詩
表

現
は
、
そ
れ
程
存
在
し
な
い
。
も
と
よ
り
、「
苦
吟
」
に
関
わ
る
詩
句
の
存
在

は
あ
る
が
、
全
体
的
に
、
切
迫
感
の
あ
る
詩
句
は
少
な
い
。
淡
々
と
し
た
情
感

の
中
で
、
科
挙
に
関
す
る
思
い
や
状
況
を
表
現
す
る
。「
援
引
」
を
求
め
て
の

長
詩
等
は
、
又
、
別
で
あ
る
が
。

　

た
と
え
ば

　

莫
説
春
闈
事　

説
く
莫
か
れ　

春
闈
の
事

清
宵
且
共
吟　

清
宵　

且
く
共
に
吟
ぜ
ん（「

秋
夜
喜
友
人
宿
」
の
第
一
、
二
句
）

　「
春
闈
」
は
「
礼
部
試
」。
つ
ま
り
科
挙
の
最
も
中
核
的
な
試
験
で
、
人
々
は
こ

れ
を
め
ざ
す
。
そ
の
話
は
や
め
て
、
清
ら
か
な
宵
に
、
共
に
詩
を
吟
じ
よ
う
と

い
う
。
友
人
と
の
交
わ
り
の
表
現
で
あ
る
。

　

無
才
堪
世
棄　

無
才　

世
の
棄
つ
る
に
堪
う

有
句
向
誰
誇　

句
有
れ
ど
誰
に
向
い
て
誇
ら
ん

（「
池
上
宿
」
の
第
三
、
四
句
）

　「
世
に
棄
て
ら
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
科
挙
の
下
第
を
言
い
、
周
囲
の
人
か
ら
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孤
立
す
る
自
己
を
指
し
て
い
よ
う
。
長
い
下
第
の
末
の
、
縁
者
、
朋
友
か
ら
の

見
離
し
で
あ
り
、
疎
外
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
苦
み
を
伴
い
つ
つ
表
出
さ
れ
る
感
情
は
、
つ
ぶ
や
き
の
趣
を

も
つ
が
、
時
と
し
て
、
激
情
が
溢
れ
出
て
く
る
。
科
挙
及
第
に
対
す
る
悲
痛
な

思
い
の
連
作
四
首
が
あ
る
。
七
言
絶
句
で
、
詩
題
は
、

　
・
省
試
日
上
崔
侍
郎
四
首　

省
試
の
日　

崔
侍
郎
に
上
る　

四
首

　「
省
試
」
は
「
礼
部
試
」
で
あ
る
。
そ
の
「
進
士
科
」
が
目
標
で
あ
る
。
省
試

は
、
毎
年
正
月
に
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
当
日
に
、「
崔
侍
郎
」
に
贈
っ
た
詩
で
、

当
然
、
及
第
を
願
う
内
容
で
あ
る
。
崔
侍
郎
は
誰
か
分
ら
な
い
。「
侍
郎
」
は
、

尚
書
省
六
部
の
副
大
臣
。
科
挙
に
関
す
れ
ば
、
自
動
的
に
礼
部
侍
郎
が
知
貢
挙

と
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
他
職
が
一
時
兼
務
す
る
こ
と
も
あ
り
、
断
定
で

き
な
い
。
ま
た
、
崔
姓
の
知
貢
挙
は
、
も
と
よ
り
多
数
お
り
、
劉
得
仁
の
大
体

の
人
生
と
重
ね
て
も
、
結
局
は
断
定
で
き
な
）
17
（

い
。
こ
の
四
首
連
作
は
、
諸
事
断

定
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
は
知
貢
挙
へ
の
、
最
後
の
思
い
の
伝
達
で
あ
る
。
わ

ら
に
も
縋
る
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

　

衣
上
年
年
涙
血
痕　

衣
上　

年
年　

涙
血
の
痕

只
将
懐
抱
訴
乾
坤　

只
だ
懐
抱
を
将
て
乾
坤
に
訴
え
ん

如
今
主
聖
臣
賢
日　

如
今　

主
は
聖
に
臣
は
賢
な
る
日

豈
致
人
間
一
物
冤　

豈
に
人
間
一
物
の
冤
を
致
さ
ん

　
第
一
首
で
あ
る
。
誇
大
な
措
辞
を
使
う
。「
年
年
」
に
、
時
の
長
さ
を
表
出
す

る
。
そ
し
て
末
句
に
「
冤
」
が
出
現
す
る
。「
浮
議
」
に
よ
っ
て
、
及
第
を
阻

ま
れ
た
、
翌
年
頃
の
作
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
冤
」
は
、
同
時
代
の
大
方
の
同

情
と
理
解
で
あ
っ
た
ろ
う
。
僧
棲
白
の
哀
悼
の
詩
句
に
も
入
っ
て
い
た
。
再
度
、

「
唐
摭
言
」
か
ら
引
け
ば
、

　

直
教
桂
子
落
墳
上　

直
だ
桂
子
を
し
て
墳
上
に
落
と
し
め
ば

生
得
一
枝
冤
始
銷　

一
枝
を
生
じ
得
て
冤
始
め
て
銷
え
ん

　「
冤
」
は
、
も
と
も
と
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」「
無
実
の
罪
」
な
ど
の
意
を
も
つ
。
そ
れ

に
伴
う
「
う
ら
み
」
で
あ
る
。
事
実
で
な
い
事
に
よ
っ
て
、
下
第
さ
せ
ら
れ
た

う
ら
み
で
あ
ろ
う
。

　

後
に
、
劉
得
仁
の
墓
に
詣
で
た
韋
荘
も
、

　

至
公
遺
至
芸　

至
公　

至
芸
を
遺
す

終
抱
至
冤
沈　

終
に
至
冤
を
抱
き
て
沈
む

　
（「
劉
得
仁
墓
」
第
一
、
二
句
）

　
と
表
現
し
、
劉
得
仁
の
こ
の
詩
句
、
あ
る
い
は
僧
棲
白
の
詩
句
を
意
識
し
て
い

よ
）
18
（
う
。

　

如
病
如
癡
二
十
秋　

病
の
如
く
痴
の
如
く
二
十
秋

求
名
難
得
又
離
休　

名
を
求
む
る
も
得
難
く
又
休
み
難
し

回
看
骨
肉
須
堪
恥　

骨
肉
を
回
看
す
れ
ば　

須
ら
く
恥
ず
る
に
堪
う

一
著
麻
衣
便
白
頭　

一
た
び
麻
衣
を
著
し
て
便
ち
白
頭
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已
に
二
十
年
の
受
験
で
あ
る
。「
病
い
」
の
よ
う
。「
痴
」
の
よ
う
。
業
で
あ
る

の
か
、
魔
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
の
か
。「
求
名
」
は
及
第
を
い
う
。
受
験
を

止
め
る
こ
と
も
難
し
い
。
肉
親
を
見
渡
せ
ば
、
誠
に
大
へ
ん
な
恥
で
あ
る
。

「
麻
衣
」
は
、
科
挙
受
験
者
の
着
る
服
で
、
一
た
び
着
て
よ
り
白
髪
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
嘆
き
で
あ
る
。
長
期
下
第
は
、
や
は
り
恥
な
の
で
あ
る
。
し

か
も
、「
わ
ざ
わ
ざ
」
受
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
劉
得
仁
に
と
っ
て
、
こ
の
時

点
で
、
官
僚
に
な
る
の
は
、
已
に
第
一
義
で
は
な
い
。
科
挙
に
通
る
の
が
目
的

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
何
も
な
い
。
及
第
す
れ
ば
、
己
の
人
生
の
名
分
が
立
つ

の
で
あ
る
。　

　

戚
里
称
儒
愧
小
才　

戚
里　

儒
と
称
せ
ら
る
る
も
小
才
を
愧
ず

礼
闈
公
道
此
時
開　

礼
闈
公
道　

此
の
時
開
く

他
人
何
事
虚
相
指　

他
人　

何
事
ぞ　

虚
し
く
相
指
す

明
主
無
私
不
是
媒　

明
主　

無
私
な
る
も　

是
れ
媒
な
ら
ず

　　
「
戚
里
」
で
「
儒
者
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
自
負
。「
礼
闈
」
は
、
礼
部
試
の

こ
と
。「
公
道
」
と
は
、
公
平
な
人
材
選
択
、
公
平
な
合
否
と
い
う
こ
と
。
第

三
句
は
解
し
難
い
。
劉
得
仁
を
、
皇
帝
に
連
な
る
人
物
と
「
指
さ
す
」。
そ
れ

は
「
虚
し
い
」
こ
と
。
そ
れ
は
「
明
主
」（
皇
帝
）
が
公
平
無
私
と
し
て
も
、

科
挙
及
第
の
「
媒
」（
仲
立
ち
）
と
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
と
い
う
主
旨
で
あ
ろ

う
。「
媒
」
は
「
媒
酙
」
で
あ
り
、
仲
介
者
で
、
科
挙
に
関
わ
る
常
套
語
で
あ

る
。
自
己
を
「
援
引
」「
推
薦
」
し
、
科
挙
関
係
者
に
、
情
報
を
送
り
、
影
響

を
与
え
る
人
で
あ
る
。
皇
帝
の
血
筋
で
あ
る
こ
と
と
、
科
挙
の
自
律
的
シ
ス
テ

ム
と
は
、
一
線
を
画
す
の
で
あ
る
。
皇
帝
の
血
筋
に
利
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

と
こ
の
一
句
は
言
っ
て
い
よ
う
。

　

方
寸
終
朝
似
火
然　

方
寸　

終
朝　

火
の
然
ゆ
る
に
似
た
り

為
求
白
日
上
青
天　

白
日
を
求
め
青
天
に
上
る
為
な
り

自
嗟
辜
負
平
生
眼　

自
ら
嗟
す　

平
生
の
眼
に
辜
負
す
る
を

不
識
春
光
二
十
年　

春
光
を
識
ら
ず　

二
十
年

　「
方
寸
」
は
、
心
あ
る
い
は
心
臓
。「
終
朝
」
は
早
朝
。
第
二
句
は
、
科
挙
の
及

第
の
比
喩
的
表
現
。「
辜
負
」
は
、
そ
む
く
こ
と
。「
春
光
を
識
ら
ず
」
と
は
、

科
挙
の
下
第
を
い
う
。
こ
こ
で
も
「
二
十
年
」
を
く
り
返
す
。
唐
代
に
お
い
て
、

そ
う
長
く
は
な
い
寿
命
の
中
で
、
二
十
年
の
年
月
は
重
い
。
本
人
に
と
っ
て
も
、

一
つ
の
節
目
で
あ
り
、
こ
こ
で
け
り
を
つ
け
た
い
、
仮
に
下
第
と
し
て
も
、
転

ず
る
方
向
を
考
え
た
い
と
い
う
思
い
の
年
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
四
首
の
激
し

い
感
情
は
、
他
に
例
を
見
な
い
。
詩
風
の
基
調
を
破
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に

は
「
二
十
年
」
と
い
う
年
月
が
あ
る
。
仮
に
二
十
歳
で
始
め
た
と
し
て
も
、
已

に
四
十
歳
。
已
に
壮
年
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
時
間
の
堆
積
の
圧
力
と
、「
戚

里
」
の
視
線
の
圧
力
と
、
下
第
の
虚
し
さ
、
定
ま
ら
な
い
人
生
、
様
々
な
思
い

の
飽
和
が
極
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
詩
の
嘆
き
と
訴
え
に
凝
縮
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
及
第
は
果
た
せ
な
い
の
で
あ
る
。

七

　

な
ぜ
、
劉
得
仁
は
、
科
挙
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
科
挙
は
、
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本
来
、
高
級
官
僚
に
な
る
た
め
の
試
験
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
本
末
転
倒
し
て
、

及
第
の
み
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
の
は
、
長
期
下
第
者
に
、
往
々
見
ら
れ
る
所

で
あ
る
。
し
か
し
、
劉
得
仁
の
場
合
、「
唐
摭
言
」
の
記
述
に
信
を
置
け
ば
、

「
昆
弟
皆
貴
仕
」（
昆
弟
は　

皆　

貴
仕
）
と
い
う
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
を
得
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
現
の
根
拠
は
分
ら
な
い
が
、
唐
五
代
の
人
に
と
っ
て
、

皇
帝
の
一
族
は
「
貴
仕
」
に
つ
け
る
と
い
う
の
が
、
通
念
と
し
て
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。「
唐
才
子
伝
」
で
は
、
更
に
言
葉
を
費
し
て

　

…
…
。
昆
弟
以
貴
戚
皆
擢
顕
仕
。
…
…

…
…
。
昆
弟　

貴
戚
を
以
て　

皆　

顕
仕
に
擢
ん
で
ら
る
。
…
…

　
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
続
け
て
説
明
、
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

　

得
仁
独
苦
工
文
。
嘗
立
志
必
不
獲
科
第
、
不
願
儋
人
之
爵
也
。
…
…

得
仁
独
り
工
文
に
苦
し
む
。
嘗
て
志
を
立
て
必
ず
科
第
を
獲
ら
ざ
れ
ば
、
人

の
爵
を
儋
う
を
願
わ
ざ
る
な
り
と
。
…
…　

　
孟
子
の
、
い
わ
ゆ
る
「
人
爵
」「
天
爵
」
で
あ
る
。「
人
爵
」、
天
子
の
与
え
る

爵
位
や
名
誉
で
あ
る
。
科
挙
に
通
ら
な
け
れ
ば
、
官
僚
ポ
ス
ト
に
つ
か
な
い
と

決
め
た
と
言
う
。
辛
文
房
は
、
そ
う
解
し
て
い
る
。

　

劉
得
仁
が
、
皇
帝
の
血
筋
で
あ
る
こ
と
は
、
自
己
の
矜
持
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
詩
句
で
言
及
す
る
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
く
共
存

す
る
も
う
一
つ
の
矜
持
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
再
度
、
詩
句
を
引
く
が
、

　

戚
里
称
儒
愧
小
才　

戚
里　

儒
と
称
せ
ら
る
る
も
小
才
を
愧
ず

（「
省
試
日
上
崔
侍
郎
四
首
」
第
三
首
の
第
一
句
）

　「
戚
里
」
の
中
で
「
儒
者
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
の
喜
び
で
あ
り
自
負
な
の
で
あ

る
。
他
の
人
と
は
異
な
る
と
い
う
自
意
識
で
あ
る
。「
小
才
を
愧
ず
」
は
、
常

套
表
現
で
あ
る
が
、
裏
に
は
、
逆
に
、
自
己
の
才
に
対
す
る
自
負
を
見
て
よ
い
。

　

ま
た
、
韋
荘
の
詩
句
を
、
再
度
、
引
用
す
れ
ば
、

　

名
有
詩
家
業　

名
に
詩
家
の
業
有
り

身
無
戚
里
心　

身
に
戚
里
の
心
無
し

（「
劉
得
仁
墓
」
の
第
三
、
四
句
）

　
求
め
て
い
た
の
は
、「
詩
家
」
と
し
て
の
名
声
で
あ
る
。
そ
の
延
長
上
に
、
科

挙
及
第
の
名
声
の
追
求
が
あ
る
。
韋
荘
の
こ
の
詩
句
で
は
、
対
句
の
中
で
否
定

さ
れ
て
い
る
が
、
皇
帝
の
血
族
で
あ
る
自
負
と
「
儒
者
」
で
あ
り
、「
詩
家
」

で
あ
る
自
負
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
自
負
や
自
尊
心
は
肥
大
化
し
、「
戚

里
」「
外
家
」
の
中
に
納
ま
り
き
ら
な
い
、
安
住
で
き
な
い
自
己
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
詩
家
」
や
「
儒
」
の
矜
持
に
、
つ
き
動
か
さ
れ
、
科
挙
に
向

う
の
で
は
な
い
か
。

　

科
挙
を
め
ざ
す
多
く
の
詩
人
の
詩
表
現
に
あ
る
、
生
活
の
因
窮
の
嘆
き
や
、

貧
し
さ
の
訴
え
な
ど
が
、
そ
れ
が
た
と
え
詩
表
現
上
の
ポ
ー
ズ
と
し
て
も
、
劉

得
仁
の
詩
に
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
。
自
己
の
「
貧
」
に
つ
い
て
の
使
用
は
、
次

の
一
例
だ
け
で
あ
る
。
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老
迷
新
道
路　

老
い
て
迷
う　

新
道
路

貧
売
旧
園
林　

貧
に
し
て
売
る　

旧
園
林

（「
陳
情
上
李
景
譲
大
夫
」
の
第
十
一
、
十
二
句
）

　
さ
ら
っ
と
、
二
十
八
句
の
長
詩
の
中
で
述
べ
る
。
長
安
に
は
自
邸
、
郊
外
に

「
別
業
」
も
あ
っ
た
。
ま
た
多
く
の
詩
人
に
見
ら
れ
る
、
藩
鎮
の
幕
僚
と
し
て

の
経
歴
や
求
職
の
形
跡
も
な
い
。
ほ
と
ん
ど
長
安
を
出
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

官
僚
と
し
て
の
俸
禄
や
特
権
が
、
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
得
仁
に

と
っ
て
、
切
望
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
あ
え
て
極
論
す
れ

ば
、
劉
得
仁
に
は
、
始
め
か
ら
、
官
僚
に
な
ど
な
る
気
は
無
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
あ
る
い
は
、
当
初
よ
り
、
科
挙
及
第
と
い
う
「
名
」
の
追
求
だ
け
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
自
己
を
引
き
立
て
る
人
、「
援
引
」
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
。「
中

朝
」
の
「
親
故
」
の
不
在
を
嘆
い
て
い
た
。
逆
に
、
出
自
の
違
い
も
一
つ
の
要

因
と
な
っ
て
、
交
遊
や
干
謁
に
、
見
え
な
い
壁
が
存
し
て
い
た
。
人
間
関
係
の

構
築
に
限
り
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
浮
議
」
に
よ
る
下
第
の
嘆
き
が
あ
っ
た
。

「
冤
」
は
、
深
く
内
に
刻
み
込
ま
れ
た
。
長
期
に
よ
る
下
第
は
、
肉
親
か
ら
の

恥
辱
の
包
囲
と
な
る
。
詩
中
に
、
肉
親
の
話
題
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
越
州
で

の
詩
句
で
は
、
便
り
の
無
さ
を
嘆
く
。
劉
得
仁
は
、
孤
立
し
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
。「
戚
里
」「
外
家
」
の
中
で
、「
儒
」「
詩
家
」
と
賞
賛
さ
れ
た
自
負
は
、

科
挙
下
第
の
中
で
、
及
第
そ
れ
の
み
が
自
己
目
的
化
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

劉
得
仁
は
、
あ
る
時
点
で
、
己
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

ま
だ
、
及
第
へ
の
望
み
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
内
容
の
詩
の
、
冒
頭
の
二
句

で
あ
る
。

　

一
被
浮
名
誤　

一
た
び
浮
名
に
誤
ま
た
れ

旋
遭
白
髪
侵　

旋
ち
白
髪
の
侵
す
に
遭
う

　
「
陳
情
上
李
景
譲
大
夫
」　

　「
浮
名
」
は
虚
名
。
自
分
の
実
体
の
無
い
名
声
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
生
を
誤

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
早
く
も
老
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ど
こ
か
で
、
悟
っ

た
の
だ
が
、
人
生
の
方
向
を
変
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
生
活
苦

な
ど
は
な
い
。
苦
悩
は
下
第
で
あ
る
。
次
第
に
、「
戚
里
」「
外
家
」
の
中
の
、

浮
い
た
存
在
と
な
ろ
う
。「
詩
人
」
と
し
て
は
、
当
時
は
、
名
を
知
ら
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
後
代
に
残
る
も
の
で
も
な
い
。
儒
者
と
し
て
の
盛
名
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
科
挙
及
第
の
栄
誉
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
官
歴
も

な
い
。
首
都
長
安
の
中
で
の
、
狭
い
交
遊
の
中
で
の
、
中
途
半
端
な
位
置
の
、

「
高
等
遊
民
」
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。「
唐
才
子
伝
」
は
、
そ
の
人
生
、
詩
作

の
態
度
を
美
辞
を
連
ね
て
述
べ
た
後
、

　

…
…
。
王
孫
公
子
中
、
千
載
求
一
人
不
可
得
也
。
…
…

…
…
。
王
孫
公
子
の
中
、
千
載
に
一
人
を
求
む
る
も
得
べ
か
ら
ず
。
…
…

　
と
、
絶
賛
す
る
の
で
あ
る
が
。
劉
得
仁
に
は
、
科
挙
に
及
第
す
る
ほ
か
、
自
己

実
現
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
、
道
を
誤
ま
っ
た
と
気
づ
い
て
も
、
他

の
生
き
様
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
結
局
、
何
も
の
に
も
な
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　

劉
得
仁
は
、
恐
ら
く
南
方
で
、
旅
の
途
上
、
死
ん
だ
。
正
確
な
場
所
は
、
も
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東
京
経
済
大
学　

人
文
自
然
科
学
論
集　

第
一
二
五
号

一
九

と
よ
り
分
ら
な
い
。「
客
死
」
で
あ
る
。

　
　

懐
劉
得
仁　

劉
得
仁
を
懐
う

詩
名
動
帝
畿　

詩
名　

帝
畿
を
動
か
す

身
謝
亦
因
詩　

身
謝
る
も
亦
詩
に
因
る

白
日
只
如
哭　

白
日　

只
だ
哭
く
が
如
く

皇
天
得
不
知　

皇
天　

知
ら
ざ
る
を
得
ん
や

旅
墳
孤
麗
岳　

旅
墳　

孤
に
し
て
岳
に
麗
き

贏
僕
泣
如
児　

贏
僕　

泣
き
て
児
の
如
し

多
少
求
名
者　

多
少
の
名
を
求
む
る
者

聞
之
涙
尽
垂　

之
れ
を
聞
き
て
涙
尽
く
垂
れ
ん

　
詩
僧
貫
休
の
追
懐
の
詩
で
あ
る
。
第
一
、
二
句
は
誇
張
で
あ
る
が
、
死
者
へ
の

哀
悼
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
の
原
因
が
、「
詩
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
意
味

深
い
。
詩
に
因
っ
て
、
身
を
誤
っ
た
と
も
読
め
る
。
知
名
度
は
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
長
期
下
第
は
、
そ
れ
自
体
で
名
が
広
ま
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
、
四
句
も
誇

大
な
表
現
で
あ
る
。
太
陽
も
哭
く
。
天
も
そ
の
死
を
知
ろ
う
と
い
う
。
第
五
、

六
句
は
、「
旅
墳
」
と
あ
り
、「
客
死
」
し
た
の
で
あ
る
。
旅
の
途
上
の
死
で
あ

る
。
越
州
か
ら
の
途
次
か
、
そ
の
近
辺
で
の
こ
と
か
。「
孤
」
に
、
そ
の
死
の

わ
び
し
さ
が
写
さ
れ
る
。「
麗
」
は
、
解
し
難
い
。
対
句
を
無
視
す
れ
ば
、「
麗

岳
」
と
い
う
、
土
地
の
山
か
。
第
六
句
は
、
実
見
か
伝
聞
か
分
ら
な
い
が
、
墓

の
側
で
、
あ
る
い
は
死
体
の
側
で
、「
贏
僕
」（
や
せ
こ
け
た
召
使
い
）
が
子
供

の
よ
う
に
泣
い
て
い
る
と
い
う
景
で
あ
る
。
死
を
見
と
っ
た
の
は
、
こ
の
従
者

だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
貫
休
は
、
越
州
の
隣
、
婺
州
の
人
で
あ
り
、
こ
の
地
方

に
、
そ
の
最
後
の
状
況
が
広
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
七
句
、
八
句
の
、

「
名
を
求
む
る
者
」
と
は
、
詩
名
で
も
よ
い
が
、
科
挙
及
第
の
名
声
で
あ
る
。

こ
の
人
の
末
路
を
聞
い
て
、
皆
、
涙
を
流
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
何
も
の
に
も

な
り
え
な
か
っ
た
、
ま
た
何
も
な
さ
な
か
っ
た
人
の
、「
詩
人
」
の
わ
び
し
い

最
後
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
長
安
で
人
生
を
送
っ
た
劉
得
仁
が
、
旅
の
途
上
で
死

ぬ
も
い
う
の
も
、
ま
た
皮
肉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。「
病
の
如
く
」
科
挙
に
囚
わ

れ
た
人
の
最
後
で
あ
る
。

　
註　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
）
丁
福
保
「
歴
代
詩
話
続
編
」
に
よ
る
。
以
下
、
伝
記
等
の
諸
資
料
は
、
通
行

す
る
排
印
本
に
よ
る
。
煩
を
避
け
、
出
版
社
、
出
版
年
等
は
い
ち
い
ち
注
記
し
な

い
。

（
2
）「
司
空
表
聖
文
集
」
巻
一
（
四
部
叢
刊
本
）。
同
書
で
は
、
劉
得
仁
の
「
得
」

が
「
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。「
得
」
と
し
て
よ
い
。
時
と
し
て
、
諸
資
料
中
、

「
徳
」
の
字
の
場
合
が
あ
る
が
、
伝
写
の
誤
り
と
し
て
よ
い
。

（
3
）
本
論
で
の
、
詩
や
詩
題
の
引
用
は
、
劉
得
仁
の
も
の
は
も
と
よ
り
、
全
て

「
全
唐
詩
」（
中
華
書
局
排
印
本
）
に
よ
る
。

（
4
）
李
建
崑
「
中
晩
唐
苦
吟
詩
人
研
究
」
で
は
、
姚
合
系
苦
吟
詩
人
の
一
人
と
し

て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
胡
震
享
「
唐
音
癸
籤
」
巻
八
。「
…
…
。
天
子
甥
為
一
名
終
日
哀
吟
、
何
自

苦
。」

（
6
）
陶
敏
「
全
唐
詩
人
名
考
証
」
は
、
劉
瑑
と
す
る
が
、
確
証
は
な
い
。

（
7
）
康
騈
「
劇
談
録
」「
…
…
。
自
大
中
咸
通
之
後
、
毎
歳
試
春
官
者
、
千
余
人
。

其
間
章
句
有
聞
、
亹
亹
不
絶
。
…
…
。
皆
苦
心
文
華
、
厄
於
一
第
。
…
…
。」
こ

の
中
に
劉
得
仁
の
名
も
あ
る
。「
学
津
討
源
」
に
よ
る
。
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劉
得
仁
論

二
〇

（
8
）
第
三
首
ま
で
、
陸
偉
然
他
「
唐
代
応
試
詩
注
訳
」
に
注
解
が
あ
り
、
第
三
首

を
除
く
三
首
の
分
析
や
鑑
賞
が
、
鄭
暁
霞
「
唐
代
科
挙
詩
研
究
」
に
あ
る
。

（
9
）「
唐
両
京
城
坊
考
」
巻
三
通
済
坊
に
は
、
こ
の
二
篇
の
詩
題
を
引
く
。
な
お
、

本
論
中
の
坊
名
は
、
同
書
に
よ
る
。

（
10
）
晩
唐
期
の
詩
人
、
李
商
隠
に
「
回
中
牡
丹
…
…
」
温
庭
筠
に
「
回
中
作
」
が

あ
る
。
諸
注
釈
、
細
部
で
一
定
し
な
い
。

（
11
）「
全
唐
詩
補
逸
」
に
「
涇
川
野
居
晩
望
」
が
あ
り
、
長
安
北
郊
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

（
12
）
村
上
哲
見
「
三
体
詩
」
で
は
、「
越
中
の
僧
」
棲
白
と
の
関
係
に
言
及
す
る
。

「
晩
年
」
と
推
定
す
る
。

（
13
）
こ
の
二
詩
の
分
析
は
、
拙
論
「
唐
代
の
陳
情
の
詩
に
つ
い
て
」（
東
京
経
済
大

学
人
文
自
然
科
学
論
集
第
一
二
〇
号
）

（
14
）
姚
合
に
「
送
崔
之
仁
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、「
全
唐
詩
」
は
「
一
作
別
劉
得

仁
」
と
題
に
注
す
る
。
こ
の
詩
の
内
容
、
姚
合
の
他
の
崔
之
仁
に
寄
せ
た
詩
の
検

討
か
ら
、
劉
得
仁
と
は
関
わ
ら
な
い
。

（
15
）「
全
唐
詩
」
題
注
「
一
本
題
上
有
奉
和
翰
林
丁
侍
郎
七
字
」

（
16
）「
翰
苑
群
書
」（
知
不
足
斎
叢
書
所
収
）
に
よ
る
。
ま
た
岑
仲
勉
「
翰
林
学
士

壁
記
注
補
」
に
よ
る
。

（
17
）
傅
璇
琮
主
編
「
唐
五
代
文
学
編
年
史
」
は
、
知
貢
挙
の
工
部
侍
郎
崔
鄲
と
し
、

大
和
九
年
（
八
三
五
年
）
の
作
と
す
る
が
、
確
証
は
な
い
。
な
お
、
同
書
は
、
十

三
条
に
、
劉
得
仁
の
詩
の
編
年
が
あ
る
が
、
約
半
数
は
、
推
定
で
あ
る
。

（
18
）
杜
荀
鶴
「
哭
劉
得
仁
」
の
尾
連
「
多
応
銜
恨
骨
、
千
古
不
為
塵
」
に
「
恨
」

が
あ
る
。
劉
得
仁
へ
の
哀
悼
の
詩
は
、
本
論
に
あ
げ
る
も
の
と
こ
れ
が
全
て
で
あ

る
。
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